
山田賢先生を送る

岩城高広・米村千代
２０２５年３月、山田賢先生が定年を迎えられます。先生は１９９３年の着任以
来、３２年あまりにわたって、学部ならびに全学の教育・運営業務等に多大
な貢献をされました。詳しくは職歴をご覧いただきたいのですが、主なもの
をあげても、２００９年には評議員、副理事、２０１１年からは文学部長、そして
２０１７年から理事、２０２１年からは人文公共学府長を歴任されました。文学部
長時代の２０１６年には、学部改組を指揮し、現在の文学部の組織・教育課程
の基礎を築かれました。また、学習管理システム（Moodle）の導入や文部
科学省の卓越大学院プログラム「アジアユーラシア・グローバルリーダー養
成のための臨床人文学教育プログラム」獲得（２０１９年）など、全学的な教
育の充実、研究基盤整備にも尽力されました。小文は、山田先生の研究や大
学での業務について、その幅広いお仕事の一端にはなりますが、あらためて
みなさまにご紹介するものです。前半を岩城（歴史学コース）が、後半を米
村（行動科学コース）が分担して執筆しました。ただ、前半と後半とで内容
や表記の調整はおこないませんでしたので、読みにくいところがあるかもし
れません。ご海容いただければ幸いです。

＊＊＊
はじめに、山田先生の研究や教育について紹介します。執筆にあたって、
インタビューの機会をいただきました（２０２４年９月）ので、そのときのお
話もまじえつつ述べたいと思います。
山田先生のご専門は、明清時代を中心とする中国近世の社会史です。中国
史との出会いについてうかがったところ、「偶然です」というお答えでした。
しかし学生時代、中国文学者でもあった高橋和巳の作品（『邪宗門』など）
を読みふけったそうです。やはり中国との出会いは必然だったのかもしれま
せん。このほかには、「社会史」と呼ばれる分野、レヴィ・ストロースらの
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構造人類学にも関心をもち、また日本の歴史学者としては、中世史の網野善
彦や勝俣鎮夫（『一揆』）などの作品に触発されたとのことです。
１６世紀以降の中国では人口の増大傾向がつづき、相対的に人口が少な
かった内陸部を、人びとは新たな生活の場としていきました。山田先生は、
人びとの移住の歴史という側面だけではなく、人間の社会がどのように形成
されるのか、という根源的な問いをたずさえて、このフロンティア社会を研
究対象としました。すなわち、四川省雲陽県をひとつの壮大な「実験場」に
見立て、人びとの結びつき、社会の秩序というものがいかにして生成され、
展開・変容していくのかを観察、分析されたのです。
同郷結合から同族結合への展開、そして地域エリートの生成と、フロン
ティアにおける統合、変動の過程については、著書『移住民の秩序』のなか
で明らかにされています。ここでは先生が、その観察の過程で着目したもの
として、秘密結社について付言したいと思います。いわゆる村落共同体をも
たない中国社会においては、相互扶助組織としての秘密結社が重要な役割を
果たしますが、故郷を離れて新開地にやってきた人びとにとって、秘密結社
という存在は不可欠のものでした。山田先生は人びとがどのような信仰・信
念をもって結びつくのかという問いをたてて、入会儀式やメンバーどうしの
符牒などを克明に描写し、その意味世界にわけいっていきます。そして社会
のありようや救済の思想を説く秘密結社が、人びとにとっての結節点となっ
たことを明らかにしました。べつの著書『中国の秘密結社』では、これをさ
らに通時的にとらえ、「秘密結社としての中国共産党」という興味深い歴史
像を示しています。
日本という位置から巨大な文明世界である中国を見つめる山田先生のご研
究は、多くの先学もそうであったように、歴史認識をめぐる問題など現実的
な課題とも結びついています。日本の対中国認識や東アジア比較史について
の研究も、先生はつみかさねてこられました。最近では、江戸期の日本人が
著した文献にみられる中国観をテーマとした論考を発表されています。
さて、これは教育面にもかかわることですが、山田先生にとって歴史学と
はどのようなものなのでしょうか。先生は、歴史学とは他者理解の技法であ
るとおっしゃっています。グローバル化の時代であればこそ、文化的・歴史

千葉大学 人文研究 第５４号

２



的背景にまで目を向けて相手を理解する必要性があります。中国と日本を例
にあげれば、それは同文同種という思い込みもふくめて無理解の歴史でも
あったと先生はおっしゃいます。それを乗り越えるために歴史的な視点をも
つことは「異なった歴史的背景をもつ人々が接触する場合の無用の軋轢を回
避して、理性的な会話を成立させるための基礎である。すなわち、歴史的な
発想こそ現代的な要請に叶う」（「歴史学は必要か？」）と。この言葉は、歴
史学のみならず人文科学全体に通じることでしょう。その意味で、文学部の
存在が薄れることはありません。山田先生は、あとの世代のためにも、文学
部という組織の重要性・必要性を述べておられました。
人間のいとなむ社会に向けられた根源的な問い、それを解明するための緻
密な観察と分析、異なる価値観を有する人びとへの深い理解は、研究面だけ
にあてはまるものではなく、山田先生が大学においてさまざまな役職に就か
れた際にも生かされたのではないか、諸課題に直面して発揮された豊かな発
想や適切な手法にもつながっていたのではないかと想像します。
史料を徹底して読みこむことが、歴史学の基本であると同時に、上述した
「他者理解の技法」にも通じていると考えれば、山田先生は、漢籍を用いた
授業を一貫してつづけることにより、他者理解の教育を実践されてきたとい
えるでしょう。また、かつて普遍教育で、先生を世話人として「千葉大学の
研究・教育」（２０１１～１３年度）という当時の学長、理事、学部長らによる授
業が開講されました。シラバスには「みなさんは自身の所属する学部以外の
学部でどんな研究・教育が行われているか知っていますか？」という文言が
見えます。身近な他者を理解する機会を、学生たちは得たことでしょう。最
後に個人的なことになりますが、山田先生が指導した学生の論文を読んでい
ると、先生の文体を彷彿させる書きぶりに出会うことがあります。先生の魅
力はこんなところにもあらわれるのかと感心するとともに、うらやましい気
持にもなりました。
いよいよご退職かと思うと、残念な気持ちです。退職後も研究者として
は、これまで以上に精力的にお仕事をされるようで、日本の中国イメージ、
家族社会史などについて研究成果を発表していきたいとのことです。先生の
新たなお仕事に期待したいと思います。
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＊＊＊
ここからは、山田先生の運営業務面におけるお仕事を紹介します。先生
は、２００９年に評議員、副理事および普遍教育センター副センター長に就任
されて以降、２０１１年からは文学部長を３期６年、理事を４年、人文公共学
府長を２年、副学長を２年務められました。評議員としては、教育研究業
議会に通算１４年間出席されたことになり、また、２０１７年４月から８年間に
わたって人文社会科学系教育研究機構長をなさっていました。年数と役職だ
けを見ても、これほど長い間、管理運営の仕事を担い続けた人は先生をおい
て他にはいないでしょう。ただし、この文章だけを読んだ人が、先生のこと
を役職好きの権威主義的な人物だと思ったとしたら、それは大きな間違いで
あることを急いで付け加えなくてはいけません。先生は文学部と執行部の間
に立って、時に孤独に、言うべきことを言い続けてきた人です。
こうしたお姿に最初に接したのは、先生の学部長時代、学長と部局との懇
談会の際でした。先生は、文学部の教員の研究力の高さや学部入試倍率が一
貫して高水準であることを、会の冒頭から毅然とした態度で普段の穏やかな
口調とは違う強さで話し始めました。当時は、文系学部は一般教育だけを担
えばよいという意見や、文系は私立大学に任せておけばよいといった意見が
くすぶり続けていた時期でもあり、そのような状況下にあって、先生は具体
的なデータに基づいて文学部の重要性をとうとうと述べられました。
人文科学を軽視する見方や風潮に対して立ち向かうために、先生がつねに
時間をかけて周到な根拠資料を準備されていたことも、具体的なエピソード
とともにここに記しておきたいと思います。例えば、２０１２年から１３年にか
けて、ミッションの再定義を定めた際のことです。先生は、他の国立大学の
データを集め、大学間で比較対照し、千葉大学文学部の重要性の論拠として
準備されていました。先生の後任として文学部長になって数年が過ぎ、学部
長室の過去の資料を整理していて、分厚い資料に遭遇した時にはじめてその
ことを知りました。先生は、普段からあまり他の人に仕事をふらず雑用も含
め何もかも自分でされるので、この資料も誰に言うでもなくおそらく一人で
作られたに違いありません。細かくマーカーが引かれている膨大な資料を目
の当たりにして、日々の管理職業務の傍ら、ここまで時間と労力を割いて周
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到に資料を検討されていたことに驚嘆しました。
さらに特記すべきこととして、文学部の改組があります。文学部は、２０１６
年に４学科から１学科４コースに改組されました。この改組は、全くの外
在的要因によって急遽迫られた異例の改組でした。部局と本部の間で短期間
の難しいやりとりがあった末に、文学部はコース別入試を維持することを条
件に１学科制を受け入れる決断をしました。当時、学部長だった山田先生
は、部局と本部の緊迫した空気の間にあって、おそらくほぼ数日で改組案を
書き上げたのではと思います。後日、先生から、ミッションの再定義以降、
学内外において改革を求めるプレッシャーを常日頃から感じていたので、他
大学の改組やカリキュラム改革の情報収集は欠かさず行っていたとうかがい
ました。
４年間の理事の就任中にもいくつもの大きな仕事をされましたが、なか
でも人文系として全国で唯一、卓越大学院プログラムに採択されたことは大
きな功績の一つです。このプログラムには、岡山大学、熊本大学、長崎大
学、国立歴史民俗博物館との連携、そして産業界との連携が織り込まれてい
ました。連携の推進に際しては、先生が中国史の専門家として国内外で構築
されてきたネットワークや信頼関係が大きな役割を果たしました。理事の任
期中には、ほかにも、コロナ対応をきっかけにteamsを導入するなどオンラ
イン会議システムの情報基盤整備を行い、千葉大学基金（当時はSEEDS基
金）に１億円を超える寄附を集め、２億円規模の学生支援事業を実現させ
ました。弥生保育園の移転にも取り組まれました。
学部や大学院だけでなく、先生が普遍教育に力を注がれていたことも記し
ておきたいと思います。今日、LMSとしてすっかり本学に定着したmoodle
を最初に導入されたのも、普遍教育副センター長であった先生です。また、
管理職を歴任しながら、普遍教育の５００人を超える規模の授業を担当し続け
ていらっしゃいました。
普遍教育から学部、大学院すべてにわたって先生は千葉大学の教育に貢献
されてきました。学長選において２度にわたって立候補を請われ、全学の
教職員から大きな支持を集めたのも、先生のお人柄と部局を越えた貢献ゆえ
のことといえます。特に２０２３年度に実施された学内意向聴取においては、
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先生がトップの票を得ました。ここでは、先生のお人柄があらわれているエ
ピソードを一部紹介します。先生を支援するために作成したパンフレットに
は、人を大切にする組織づくり、所属部局や教員・職員の境界を越えた協働
という指針が掲げられています。このパンフレットは人文科学研究院の有志
（子葉会）が編集し、全学の推薦人の方々からのメッセージと顔写真を掲載
しました。実は、メッセージを集めるために入稿までにわずか数日しか余裕
がなかったのですが、われわれの心配をよそに、忙しい立場にある方々から
瞬く間に次々とメッセージが届いたのでした。「人を大切にする組織づくり」
というフレーズ通り、共に培ってこられた時間や経験が先生への信頼とな
り、そして先生を支えていることがうかがえます。メッセージには、生きた
言葉で話し合うことを厭わないリーダー、人に会い、顔を見て、直に話すこ
とを実践し、対話が紡ぎだす相互信頼関係を重んじるとあります（大峰真理
氏のメッセージより抜粋）。まさに先生の姿を捉えた表現です。
歴史学者として重視されてきた他者理解の技法、すなわち異なる立場や背
景をもつ人びとと対話し深く理解することは、先生が学内外においてさまざ
まな連携を新たに構築された際にも存分に活かされたことがうかがえます。
先生のご貢献について、ここで紹介できることはほんの一部で、まだまだ
書ききれないことがたくさんあります。どうしたら、どのような志をもって
したら、一人の人間にここまでの仕事ができるのか、われわれの想像をはる
かに超えています。その存在の大きさゆえに、先生をお送りする今の気持ち
をあらわす言葉が思い浮かばないし、残される不安と向き合う自信もありま
せん。
拙い表現ではありますが、働き続けてこられた先生のご健康と、そして何
よりお幸せを心からお祈りしています。そして、これからもご助言やご指導
をお願いする次第です。先生の代わりはいないし、先生から学んだことは研
究においても教育においても数えきれないのですが、大学人として大学が人
を育てる場であり、人を大切にする組織であるべきであるということは忘れ
ないでいたいと思います。
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山田賢先生 略歴
学歴
１９６０年１月 愛知県津島市に生まれる
１９７８年４月 北海道大学文Ⅰ系入学
１９８３年３月 北海道大学文学部卒業
１９８３年４月 名古屋大学文学研究科史学地理学専攻博士前期課程 入学
１９８５年３月 名古屋大学文学研究科史学地理学専攻博士前期課程 修了
１９８５年４月 名古屋大学文学研究科史学地理学専攻博士後期課程 進学
１９８７年９月 南京大学歴史系高級進修生（国際交流基金派遣留学 １９８８年

７月まで）
１９８９年３月 名古屋大学文学研究科史学地理学専攻博士後期課程 修了（博

士（文学））
１９８９年４月 名古屋大学文学研究科大学院研究生（１９９０年３月まで）

職歴
１９９０年４月 北海道大学文学部助手に採用（１９９３年３月まで）
１９９３年４月 千葉大学文学部助教授に昇任
２００４年４月 千葉大学教授文学部に昇任
２００７年４月 千葉大学文学部史学科長（２００８年３月まで）
２００８年４月 千葉大学普遍教育センターに配置換え
２００９年４月 千葉大学教授文学部に配置換え
２００９年４月 千葉大学評議員に併任（２０２１年３月まで）
２００９年４月 千葉大学副理事（生涯教育）（２０１１年３月まで）
２００９年４月 千葉大学普遍教育センター副センター長（２０１１年３月まで）
２０１１年４月 千葉大学文学部長に併任（２０１７年３月まで）
２０１１年４月 千葉大学学長特別補佐（２０１２年３月まで）
２０１６年５月 千葉大学アカデミック・リンク・センター兼務（２０１７年３月まで）
２０１７年４月 千葉大学理事（広報・情報）（２０２１年３月まで）
２０１７年４月 千葉大学人文社会科学系教育研究機構長に併任
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２０２１年４月 千葉大学教授人文科学研究院
２０２１年４月 千葉大学大学院人文公共学府長に併任（２０２３年３月まで）
２０２２年４月 千葉大学副学長（教育・産学連携）（２０２４年３月まで）
２０２２年４月 千葉大学評議員に併任（２０２４年３月まで）
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山田賢先生 研究業績一覧
１．単著書
１）『移住民の秩序―清代四川地域社会史研究』（名古屋大学出版会、１９９５
年、３１５頁）、のち中国語訳が、曲建文訳『移民的秩序―清代四川地域
社会史研究』（国家清史編纂委員会・編訳叢刊）中央編訳出版社、２０１１
年）として出版される。

２）『中国の秘密結社』（講談社、１９９８年、２５４頁）、のち中国語訳が、王在
琦訳『中国秘密結社真相』（台湾実業、２００２年）として出版される。

２．共著書
１）『アジア史からの問い アイデンティティー複合と地域社会』（史学会編、
山川出版社、１９９１年、担当部分「中国移住民社会における地域秩序の
形成―四川省・一八～二〇世紀」２００―２２９頁）

２）『社会経済史学の課題と展望（社会経済史学会創立６０周年記念）』（社会
経済史学会編、有斐閣、１９９２年、担当部分「中国史における人の移動
と社会変容」３４５―３５５頁）

３）『明清時代史の基本問題（中国史学の基本問題 ４）』（森正夫他編、汲
古書院、１９９７年、担当部分「長江上流域の移住と開発」４４５―４６９頁）

４）『歴史と真実』（中村政則、三宅明正ら９名との共著、筑摩書房、１９９７
年、担当部分「「中国」という畏怖―近現代日本の中国認識をめぐって」
１２１―１４７頁）

５）『東アジア・東南アジア伝統社会の形成（岩波講座世界歴史 １３）』（岸
本美緒編、岩波書店、１９９８年、担当部分「地方社会と宗教反乱―１８世
紀中国の光と影」２６９―２９２頁）

６）『伝統中国の地域像』（山本英史編、慶應義塾大学出版会、２０００年、担
当部分「生きられた「地域」―丁治棠『仕隠斎涉筆』の世界」２５１―２８７頁）

７）『流動する民族』（塚田誠之他編、平凡社、２００１年、担当部分「移住民
の定住化と「宗族」―四川省雲陽県涂氏」２３―４０頁）

８）『歴史の中の差別』（三宅明正・山田賢編、日本経済評論社、２００１年、
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担当部分「差別の歴史的文脈について―「支那」という呼称」２３５―２４５頁）
９）『結社が描く中国近現代（結社の世界史 ２）』（野口鐵郎編、山川出版
社、２００５年、担当部分「新しい救済世界の出現を 白蓮教／清茶門教」
５０―６６頁）

１０）『ユーラシアと日本 いまなぜ国民国家か―国民国家の過去・現在・未
来』（シンポジウム報告書、２００９年、担当部分「近代中国における「家
族」と「国家」―流動する社会における忠誠のゆくえ」７２―７８頁）

１１）『東アジアの政治文化と近代』（深谷克己編、有志舎、２００９年、担当部
分「「民族主義」の記憶と「秘密結社」―中国近代史における「民族」
の生成」３８―５７頁）

１２）『国民国家の比較史』（久留島浩・趙景達編、有志舎、２０１０年、担当部
分「「宗族」から「民族」へ―近代中国における「国民国家」と忠誠の
ゆくえ―」１１５―１３６頁）

１３）『世界戦争と改造：１９１０年代 （岩波講座東アジア近現代通史 第３巻）』
（和田春樹他編、岩波書店、２０１０年、担当部分「辛亥革命と「アジア
主義」」１８４―２０２頁）

１４）『身分論をひろげる（〈江戸〉の人と身分 ５）』（深谷克己・大橋幸泰編、
吉川弘文館、２０１１年、担当部分「中国における「士」と「民」」１２８―１５５頁）

１５）『比較史的にみた近世日本―「東アジア化」をめぐって―』（趙景達・須
田努編、東京堂書店、２０１１年、担当部分「東アジア近世化の比較史的
検討」２６６―２８３頁）

１６）『民衆反乱と中華世界』（吉尾寛編、汲古書院、２０１２年、担当部分「秘密
結社と「アジア主義」―近代日本の中国認識をめぐって―」２７９―３０２頁）

１７）『総合研究 辛亥革命』（辛亥革命百周年記念論集編集委員会編、岩波書
店、２０１２年、担当部分「“善”と革命」１４５―１６８頁）、英語訳：““Shan
（Goodness）”and Revolution,”The Journal of Contemporary China
Studies ,３（１）,２０１４．中国語訳：顧長江訳「“善”与革命―清末民初的
四川地方社会」『新史学』１０、２０１９年

１８）『移動と革命 ディアスポラたちの世界史』（小沢弘明・三宅芳夫編、論
創社、２０１２年、担当部分「「革命」の夢の受容―エドガー・スノウ『中
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国の赤い星』―」２０６―２０９頁）
１９）『歴史学のアクチュアリティ』（歴史学研究会編、東京大学出版会、２０１３

年、担当部分「討議 社会史研究と現代歴史学」（保立道久、荒木敏夫、
服藤早苗、深谷克己、山田賢、北村暁夫、池享、大門正克、小野将によ
る討議記録）１４９―１８４頁）

２０）『さまざまな戦後（講座東アジアの知識人 第５巻）』（趙景達・原田敬
一・村田雄二郎・安田常雄編、有志舎、２０１４年、担当部分「竹内好―
「中国」という夢」１０６―１２１頁）

２１）『書物のなかの近世国家 東アジア「一統志」の時代』（小二田章・高井
康典行・吉野正史編、勉誠出版、２０２１年、担当部分「清末民国期の地
方志編纂―地域と宗族を記録すること―」２６０―２６６頁）

３．論文
１）「清代の移住民社会―嘉慶白蓮教反乱の基礎的考察―」『史林』６９巻６
号、１９８６年、５０―８９頁

２）「移住民社会と地域変動―四川省雲陽県における嘉慶白蓮教反乱―」『名
古屋大学東洋史研究報告』１２、１９８７年、２６―５８頁

３）「清代の地域社会と移住宗族―四川省雲陽涂氏の軌跡―」『社会経済史学』
５５巻４号、１９８９年、６０―９３頁

４）「嘉慶白蓮教反乱の思想―白蓮教宗教儀礼解析試論―」『史潮』新２６号、
１９８９年、６３―７９頁

５）「旧中国における同族結合・同郷結合に関する覚書―四川省雲陽県訪問
記―」『史朋』２３、１９８９年、１８―３６頁

６）「「紳糧」考―清代四川の地域エリート―」『東洋史研究』５０巻２号、１９９１
年、５８―８２頁

７）「中国社会と秘密結社―その生成の原理」『しにか』６６、１９９５年、１５―２２頁
８）「世界の破滅とその救済―清末の〈救劫の善書〉について―」『史朋』３０、

１９９８年、３２―４１頁
９）「「官逼民反」考―嘉慶白蓮教反乱の「叙法」をめぐる試論」『名古屋大
学東洋史研究報告』２５、２００１年、２６５―２８０頁
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１０）「記憶される「地域」―丁治棠『仕隠斎渉筆』の世界」『東洋史研究』６２
巻２号、２００３年、６０―８７頁

１１）「清末湖南の反キリスト教運動と「正しさ」の系譜」『アジア民衆史研究』
１１集、２００６年、２２―３３頁

１２）「戦乱と記憶―『仕隠斎渉筆』に見る清末社会」『史朋』４２、２００９年、１―
１１頁

１３）「日本近世における漢籍輸入と「経世」思想」『日本思想文化研究』２巻
２号、２００９年、８―２５頁

１４）「東アジアの近世―清代中国の秘密結社について―」『七隈史学』１３、２０１１
年、１―７頁

１５）「革命イデオロギーの遠い水脈―清末の「救劫」思想をめぐって―」『中
国―社会と文化』２６、２０１１年、３２―４９頁

１６）「近世中国における宗族と地域秩序」『歴史の理論と教育』１３５・１３６、２０１１
年、２３―３４頁

１７）「生成する地域・地域意識―清末民国初期中国の華中南地域を中心に―」
『歴史評論』７４６、２０１２年、４３―５８頁

１８）「「支那」と「皇国」―幕末の儒学者・齋藤拙堂の中国認識と自国認識―」
『千葉大学人文研究』５１、２０２２年、１３３―１６５頁

４．雑纂
１）「清代白蓮教反乱儀礼解析試論―近代中国民衆運動への屈折と展開」『近
代東アジア民衆運動における「連続」と「転換」』１９９４～９５年度科学研
究費補助金 一般研究（C）研究成果報告書 研究代表者趙景達、１９９６
年、３―２８頁

２）「清末四川の紅灯教反乱―近代民衆運動と原初的ナショナリズム」（同上、
２９―５９頁）

３）「中国近世社会における「善書」と秩序意識」『三島海雲記念財団研究報
告書』３５、１９９８年、７４―７６頁

４）「中国学最前線：近世史」『しにか』１０４、１９９８年、１２０―１２１頁
５）「歴史学は必要か？」『千葉史学』８３、２０２３年、４―５頁
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５．研究動向紹介・書評等
１）「書評 三石善吉著『中国の千年王国』」『歴史学研究』６４７、１９９３年、４８―

５２頁
２）「新刊紹介 小山正明著『明清社会経済史研究』」『千葉史学』２３、１９９３
年、７３―７５頁

３）「１９９４年の歴史学界―回顧と展望―（中国 明・清）」『史学雑誌』１０４―５、
１９９５年、２３１―２４１頁

４）「中国明清時代史研究における「地域社会論」の現状と課題」『歴史評論』
５８０号、１９９８年、４０―５３頁。中国語訳：太城佑子訳「中国明清時代「地
域社会論」的現状与課題」（台湾国立曁南大学歴史学研究所『曁南史学』
２、１９９９年）

５）「書評 岸本美緒著『明清交替と江南社会―１７世紀中国の秩序問題』」『社
会経済史学』６７―４、２００１年、９３―９４頁。

６）「批評と紹介 井上徹著『中国の宗族と国家の礼制―宗法主義の視点か
らの分析』」『名古屋大学東洋史研究報告』２６、２００２年、１０９―１２１頁。

７）「書評 孫江『近代中国の革命と秘密結社』」『法制史研究』５８、２００９年、
２７８―２８５頁。

６．口頭発表
１）「中国移住民社会における地域秩序の形成」創立百周年第８７回史学会大
会、東京大学、１９８９年１１月１２日

２）「清代四川之移住家族与地域社会―雲陽涂氏之個例研究」中国近世家族
与社会学術研討会、台湾中央研究院歴史語言研究所、１９９６年６月２６日

３）「清末の反洋教運動と「善」の系譜」アジア民衆史研究会２００５年度大会、
専修大学、２００５年７月３０日

４）「清代四川之移民家族与地域社会」宋以後宗族形態的演進与社会変遷国
際学術討論会、天津南開大学、２００７年８月３０日

５）「近代中国における「家族」と「国民」―流動する社会における忠誠の
ゆくえ―」「いまなぜ国民国家か―国民国家の過去・現在・未来：人間
文化研究機構連携研究「ユーラシアと日本」国際シンポジウム、国立歴
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史民俗博物館、２００８年３月２日
６）「日本近世における漢籍輸入と明治維新」浙江工商大学日本文化研究所
と千葉大学人文社会科学研究科学術交流協定締結に基づく記念講演、杭
州浙江工商大学、２００８年７月７日

７）「地域与記憶―従丁治棠的《仕隠斎涉筆》看清末四川地方社会」中国社
会史学会 第１２回大会「政治変動与日常生活」国際学術研討会、中山
大学、２００８年１１月１５日

８）「近代中国における「宗族」と地域秩序」名古屋歴史科学研究会２０１０年
度大会、名古屋大学、２０１０年５月８日

９）「革命イデオロギーの遠い水源―清末の「救劫」思想をめぐって―」中
国社会文化学会２０１０年度大会、東京大学、２０１０年７月１０日

１０）「東アジアの近世―清代中国における人の移動と秘密結社―」七隈史学
会２０１０年度大会、福岡大学、２０１０年９月２５日

１１）「生成する地域・地域意識―清末中国の地域社会―」歴史科学協議会第４５
回大会、立正大学、２０１１年１１月２７日

１２）「「善」と革命」辛亥革命百周年記念国際会議、東京大学、２０１１年１２月
４日

１３）「前近代の東アジアにおける「家」と社会」浙江工商大学五洲論壇、浙
江工商大学、２０１６年３月１５日

１４）「江戸の漢籍輸入から見る中日文化交流史」浙江工商大学東語講座、浙
江工商大学、２０１７年３月１５日

１５）「地域の記憶を記録すること―清代中国における地方史編纂と史料―」
大阪歴史科学協議会２０２４年度大会、関西学院大学、２０２４年６月８日

７．辞典・事典項目
１）『近代中国人名辞典』（霞山会、１９９５年、担当項目「徳楞泰」・「額勒登
保」・「林清」・「冉文儔」・「王三槐」）

２）『歴史学事典』（第４冊、弘文堂、１９９６年、担当項目「同郷団体」・「同
族意識」・「白蓮教徒の乱」）

３）『歴史学事典』（第９冊、弘文堂、２００２年、担当項目「会党」・「邪教（の

千葉大学 人文研究 第５４号

１４



観念）」）
４）『華僑・華人事典』（弘文堂、２００２年、担当項目「三合会」）
５）『歴史学事典』（第１０冊、弘文堂、２００３年、担当項目「義兄弟」・「同郷会」）
６）『歴史学事典』（第１１冊、弘文堂、２００３年、担当項目「白蓮教」・「一貫道」）
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